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　 流動現象は、量子多体現象で、その性 の 明は物理学の

基本問題の一つである。その研究の歴史が大変 いことから、

多くの問題が 決済みの様に思われがちであるが、実験的な困

難のために放置されて来た基本的な問題も多い。例えば、Bose・

Einstein凝縮と 流動との関係の 明などである。本講演では、

これらを 明して行く第１歩として東京大学物性研究所で建

した世界最 速の回転稀釈冷凍機を用いて行っている実験の例

について、その技術的到達点、基礎科学的 題と 明の到達点

などを紹介する。

　この回転冷凍機に用いている独自開発の、大変安定な動作を

する、「1K  pot を持たない JT 予冷稀釈冷凍機」については、

これまで何度か発表して来ている[1]。また、この技術を活かし

た数 mK に到達する回転する稀釈冷凍機については、別に本学

会等でも発表している[1]。

　本報告では毎秒３回転と うミリケルビン温度領域では、こ

れまで世界で記 された事のない 速度回転のもとで行った

感度捻り振り子実験を紹介する。この実験で用いた捻り振り子

は、振り子の錘の 分の円筒容器に孔径１ミクロンに揃えた多

孔 ガラスをつめ、捻り振り子のねじれ棒の中心 の細管を通

して He を導入している。共振周波数は約 500Hz でこの ppm

程度の微小な変化から 流動密度の絶対値を精密に求める事が

出来る。

　バルク 4He の 流動密度の絶対値は、Khalatnikov の理論か

ら 流動永久流の存在によって変化する事が予測されており、

実際これまで、これを裏付ける報告[2]がある一方、これとは異

なる報告[3]がなされている。然るにこれらは全て絶対温度 1K

以上での実験であり、今回はじめて　１K 以下の絶対温度でこ

れらを検討する実験を行った。 止下と回転状態のもとでの捻

り振り子の周波数の揺らぎは 0.1%程度であるが、永久流は回

転をとめた後も大変 時間に亘って存在する事が知られている

ので、回転をとめた後にさらに 精度の測定をする事が出来る。

こうして、1 熱励 の回転による変化、２渦糸（格子）の存在

による効果　３熱励 の温度変化による変化を区別して観測で

きると予測される。

　図１は、これらの研究の比 の前提となる 止下の 流動密

度の測定例である。絶対 1K 以下でも温度変化があるのが十分

検出でききる。
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図1. ねじり振り子によるT< 1Kまでの精密 流動密度の測定。

　永久流の下で、変化が期待される。この変化の温度依存性か

ら、回転によって変化する素励 スペクトルについての情報も

期待される。


